
32

24　三平方の定理　（p. 102～ p. 107）

【確認問題】

p. 102 1 ⑴　x=5　　⑵　x=05　　⑶　x=402　　⑷　x=206
 2 ①　㋒㋕㋘，②　㋑㋓㋗，③　㋐㋔㋖
p. 103 3 ⑴　202cm　　⑵　903cm2

 4 ⑴　805cm2　　⑵　1205cm2

p. 104 5 ⑴　302　　⑵　205　　⑶　５　　⑷　3110

 6 ⑴　８cm　　⑵　５cm
p. 105 7 ⑴①　２cm　　②　202cm　　⑵①　603cm　　②　60度　　③　(3603-12π)cm2

【練成問題】

p. 106 1 ⑴　2113cm　　⑵　802cm　　⑶　60cm2　　⑷　イ　　⑸　2503cm2

 2 ⑴　24cm2　　⑵　(9+303)cm2　　⑶　210cm2

《解説》

  ⑴　四角形ABCDはひし形なので対角線は直交する。従って△BOAは∠BOA=90°の直角三角形，AB=5，
BO=4より，AO=8952-42=09=3，四角形ABCD=4△BOA=4×(3×4× 1─2 )=24

  ⑵　△ABHは∠H=90°，AH=BHの直角二等辺三角形，よってBH：AB=１：02 → BH：６＝１：02 
→ BH=302=AH，△AHCは正三角形を２等分した形なので，HC：AH=１：03 → HC：302＝１：
03 → HC=06，△ABC=(302+06)×302× 1─2 ＝9+303

  ⑶　BH=xとすると，CH=28-x，AH2=252-x2=172-(28-x)2 → 252-x2=172-282+56x-x2  
→ 56x=1120 → x=20，AH2=252-202=225 → AH＝15，△ABC=28×15× 1─2 ＝210

 3 ⑴　(6-x)cm　　⑵　（式）x2+22=(6-x)2　　（答）x= 8─3
《解説》

  AD=6cm，AE=xcmよりED=(6-x)cm，ED=EBよりEB=(6-x)cm
p. 107 4 ⑴　AB=402cm，BC=602cm，CA=2126cm　　⑵　∠ABCを直角とする直角三角形　　⑶　24cm2

《解説》

  ⑵　AB2+BC2=(402)2+(602)2=32+72=104，AC2=(2126)2=104，すなわち，AC2=AB2+BC2より，
ACを斜辺とする直角三角形であることがわかる。

  ⑶　402×602× 1─2 ＝24

 5 ⑴　13cm　　⑵　403cm

 6 03cm
《解説》

  　OからABに平行な線を引き，O′Bとの交点をQとすると，△OO′Qにおいて，OO′=4cm，O′Q=2cm
より，∠O′OQ=30°，よって，∠OPA=30°，△OPAにおいて，OA=1cmより，PA=03cm
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